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ものづくり大国復活をめざす 製造業のさらなる 品質向 

上、 研究開発による 新技術の開発に 対する期待、 世界の 
工場と言われるようになった 中国などを含むアジア 諸国 

とのコスト競争、 グローバ / 呵 K 等 。 製造に携わる 企業に 

とって、 ものづくりに 対する環境は 
であ る。 その製造業において " 研究 

製品に結びついていな という問題が 指摘され、 「技術 

を 企業経営の露点から 力回 技術経営人材の 育成が始 

まったところであ る。 本年 6 月には。 日本 潮 ㊤ 丁 (k 術 
経営 ) 学会 回 が発足するなど。 大学院レベルでの 技術経 

営教育が注目され、 専門職大学院が 全国各地に設立され 

ると 共 @ こ 、 専門教育が 

一方、 技術経営の先 

誕生し。 継続的に研究教育が 行われている。 約 & 辮を 
超える大学で 技術経営コースが 設置され、 年間 1 万人を 

人材が輩出さね ，ていると推計されている。 期米国 

関では、 技伸武蝿溌 開発のみならず。 「サービス・ 

システムに関する 研究、 設計および適切な 管理方法を公 

去るする新しいタイプ 専門家 ( サービス 

スト ) 田の人材育成が 開始されたどころで 

集 に取り組み、 「サ - ビステイ ェ シス」に関するセミナ 

を開催するなど 啓蒙活動も行ってきた。 
術 経営先進国の 米国では。 サービス。 マーケティン 

グやサービス。 マネ 、 ジメント、 およびサービスをシステ 

ム に関する研究の 主眼とする新しい 学問分野であ る「 サ 

戦略に示されてい 

る イノベーションを 実現させるには 欠かぜない人材教育 

と 考えられ、 比 でも労働人口でもサービスセクタ 
- が 産業の大部分を 占め、 製造業でもサービスに 関わる 

人材が大きくなりっつあ る日本でも、 学際を超えて 大変 

であ り。 サービスに関するイノベーションメ 

カニズムの研究に 加え。 サービスの生産，性向 

が期待されている。 

  

「サービス ザイヱ ンズ」と技術経営の 共 

べ一 ション研究とイノベーション 人材育成 

日本を含め、 欧米でもサービスに 関するイノベーション 

は 、 サービスの 複 性や サービス @ こ 起因する 

その研究は進んで かった。 チエ スブロー 

で 0 々  / ベーショ ほザ @ ビ ア で は なく製品に注目 

しがちであ った と 、 経済活動の大部分を 占める サ 

ービスについてもイノベーションを 続けることが 重要と 

主張している。 q 

高で注。 「 ザ一 ビスサイエンス」に 関する教育内容 

術 経営教育を提案する。 

サ一 

  全 

「サービスサイエンス」のカリキュラムは 、 年 
より は訂ゑ きされている 米露 
アテイブ。 プロバラム 絨 

ログラムが提供されてい 

モジュールとしては、 

究 されているサービス 目ま 何力 、 、 新しい定義はあ るのか、 

眩 サービスシステム、 在 サービスマネジメント。 5. サー 

ビスにおける 生産性とイノベーションの 議論、 6. これか 

も のチャレンジ と ； ま 行うべき アタ ション " 以上 

が示されている。 鱒 

これは。 すべてオ一 

筆すべきことであ ろう 

要を示す。 
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サービス関連の 教育。 研究では " 東京大学でのサービ 

ス工学回、 北陸先端科学技術大学院大学期 講は 年挙研究科 

技術経営コースでのサービスサイェンス 論 、 一橋大学大 
学院や明治大学大学院等でのサービスマネジメントが あ 

げられるが、 まとまった調査はこれからの 

鱈 

初期の段階 こ あ るサービスサイエンス 関連の教育プロ 

グラムおよびサービスに 関する研究内容を 調査するため。 

サービスサイエンス。 カンファレンスや 教育サミットに 

深くコミットしている 大学の内、 この学問領域の 普及発 

展に積極的で。 かつ日本の大学とむ 情報交換を行って い 

る 三大学について、 本年 3 月に訪問し、 聞き取りによる 

動向調査を行った。 側 また、 サービスサイェン ス のカ 

リキュラムを 発表している 大学について 記述を行う。 

カデミックの 立場からリーダ 

における産学連携のコンソーシアム 

取りを行った。 また同教授が 所長を務める、 全米科学財 
団。 産学共同研究センタープロバラムの 支援によって 設 

立されたセンター。 フォー。 テクノロジーアンドイツ ベ 

一 ションマネジメント ほ 、 ケロッバ。 スクー 

ル オ フ マネジメント 内にあ り。 国際的な技術経営の 教育 

研究を行っている " 同大学の大学院および 研究センター 

( バイオテクノロジⅠナノテクノロジ 二 および先端 

材料研究を含む ) は 研究と応用プロジェクトにおいて 産 

業界と学界の 橋渡し役となっており、 その研究領域 は、 
技術評価。 将来への研究および 清士 画 、 ナレッジマネジメ 

ント、 およびイ ノ ベーションマネジメントを 含んでいる。 

「サービステイ ヱ ンス」 ほ 。 現在急速 @ こ 国際的な研究 

ケーススタディ や 調査研究など 

学などの活動領域で 起こっている 最も刺 

ステムへの研究内容を 示すことが目的とのことであ っ六 % 

特にこの組織から「サービスサイェンス」 @ こ 対する期待 

として " サービスの複雑 陸 もこ対して。 数学や複雑系など 

の サイエンスからの 積極的なアプローチがあ る。 

  鮫閾 

「サービスサイエンス」のコアプロバラムの 一つとな 

は、 ， 清報 技術によって 可能とされる ( 

ビスの受け手としてのクライアントのニーズに 対 ・処する 

研究者。 専門家、 および関連する 組織など、 多くの学問 

領域にわたる 横断的な グル - プ として、 コンピュータサ 

イェンス学部内に 設立 国際ソフトウェア 研究所の 

傘下で活動している。 ほ 研究中， L 、 の 糸邸哉 であ り、 

その中心は。 情報技術を中心としたサービス、 。 マネージ 

アウトソーシンバサービスであ る。 

ぱ 。 サービスレベルマネジメント や セキュリ 

ティマネジメント 等を含む 、 によって可能にな・ った 
アウトソーシンバ。 サービスプロバイダーが 、 高いアウ 

トソーシンバサービスを 提供する能力を 備えているかど 
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り 、 またその能力を 高めることを 手助けし、 

と 、 クライアント @ こ 対してはサービス 

レベルや内容を 区別できる方法を 提供している。 サ 
ービスという 評価が難しいマネジメント や サービス提供 

の可視 佗 ツールの開発 例 として「サービスサイエンス」 

への貢献に対する 期待は高い。 

戦略サービスマネジメントの 教育カリキュラムでの 中 

心としては、 情報技術によって 可能になった サ ㌧ビスや 

調達関連が中心となる。 また、 成長するサービス 産業の 

るための 

趨す " 
カリキュラムは 、 が 、 プロバラム。 プロジ ヱク   

管理。 契約、 交渉 管理。 アウトソーシン 

グ 管理、 能力向上に関す の 必須コースと、 サ一 

ビスデザイン、 グローバルソフトウエア 管理、 組織の 3 

系列の選択コースの 初期カリ 

や プロフ ヱツ ショナル人材 可サ 

トキャンパス 等、 多様なチャネルを 通じて提供して レペ 

予定であ る。 

れており、 「サービスサイェンス」の 中心となるサービ 

スに時化した 大学院のカリキュラム 及び産学連携活動を 

積極的に行っている。 

サービス関連の 講義科目は、 従来 

リキュラムに 加え、   清報 マネジメント 

学をコースに 加えた人材の 育成プロバラムが 検討段階に 

あ る。 同時に。 サ ビスマーケティン 

ジメント & こ 関する 

きる よう 、 選択の幅を広げていく 構想があ る。 従莱は 、 

学部からビジネスの 修士コ - ス か 、 エンジニアリンバの 

修士コースを 取るかという 選択肢であ ったが、 その垣根 

を低くし、 多様な人材の 育成が主眼にあ るとのことで、 

新しい教育プロバラムの 開発段階であ った。 

サービス。 マーケティンバ、 サービス。 マネジメント 

いることも特徴としてあ 

か で開催された 第 1 4 

では、 日本から研究 

関 と大学から 5 名の参加であ った。 これらの会議の 開 

ほ 、 企業からの ベストプラクティスをフィードバック 

できるシステム とし 邑 しており、 産学連携が 

一 つ であ り、 「サービスサイエンス」での 中心的な活動 

を 行っている機関と 言える。 研究はマーケティンバ 分野 
から。 サービス。 マーケティンバやサービス。 マネジメ 

ント、 戦略マーケティンバへの 取り細みが主であ る。 新 

ビジネスの開発田謁する 

では 、 サービスプロバイ 

ダ 一と顧客とのサービスマネジメント と 。 サービスイノ 

べ一 ションに焦点を 当てた コースが設置されてい 

る 。 
  

は 。 ; 本年三花月 @ こ 全米アカ 

する予定であ る " 

米国での「サービ ブサ イェンス」の 傾向を分析するために 

リーダーとしてリストしているか、 
または関連会議に 出席されいる。 き 

上げ " 学術分野および 今後の研究テーマを 調査しね 

専門家の主な 学術分野としてほ、 マーケティンバ、 経営学。 
経済学 バ幽 穿き、 オペレーションズリサーチ、 サービスマネジ 

メント。 サービスマータティンバ、 サービスオペレーションズ、 テ 

クノロジーマネジメント、 コン ヒち一タサ イェンス、 生産工学、 認、 

知科学、 およびオペレーションズリサーチ、 田ヒ 人類学、 歴史 
学および心理学等、 社会科学を含む 幅広い学術分野 力 、 らの 

議論が行われ、 大きな広がりを 見せていることが 特徴的であ 
る 。 現在は 、 ビ、 ジネススタール、 工学系や情報系大学院等で 

の教授が多く。 大学院レベルでの 教育研究が進行中であ る 

こと 力 Ⅴ 司 える " 
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向を分析するために、 日本 主催の会議 ( サービス 

サイエンスシンポジウム ) 、 経済 産 

( サービスイノベーション 研究会 ) 。 ， 

の イベント ( サービスサイエンスセッション 零で委員 

や パネラ ー として出席された 2 名の専門家を 取り上げ、 

出席された専門家の 主な学術分野としては。 マーケテ 
ィング。 経済学、 経営学、 サービスマネジメント、 サー 

ビスマーケティンバ、 サービス工学、 イノベーション、 

技術戦略、 技術経営。 企業組織等があ げられ、 米国 

リーダ一の専門分野とも 網羅している。 情報処理 
学会関連では 学会主催の年次大会のイベントも 調査対象 

としたため。 情報システムの 専門家が多い。 米国との大 

きな違いは、 認知科学、 オペレーション ズ 。 リサーチ、 

あ るい は 人類学や歴史学といった 人文系の専門家がいな 

いことであ る。 今後の研究テーマとして。 サービスを キ 

- ヴ - ド @ こ 上げている専門家は 限定的であ る。 

め 

筆者が約 2 年間、 調査研究を行ってきた「サービスサ 

イエンス」の 領域において。 教育分野への 米国での取り 

みを分析すると 共に。 今後の日本での 取り組むべ 

を取り上げた。 サービス分野における 技術経営 

での アプローチが、 非常に有功かつ 重要であ ることを示 

した。 更に、 サービス分野における 人材教育に注目し、 
技術経営での 専門職大学院が 設立され、 技研 湘 登営人材に 

期待が集まっているが、 更にサービスでの 大学院レベル 

の教育の必要注が 議論されるべき 時期に 来 ている現状を 

示した。 

「サービスサイェンス」に 対すみ学問分野での 取り組 

みは、 米国でも取り 組みが始まつたばかりであ り、 日本 
でほ「サービスサイェンス」とは T ゅ力 ㍻ ま 議論され始めた 

ところであ る。 囲 サービスにおける 研究分野は、 そも 

そもサービス と @ ま 何か。 製品とサービスの イ / ベーショ 

シに 違いほあ るのか。 人的要素の比重が 多いサービスの 

はどのように 議論するのかなど、 取り組むべき 課 

い 。 更に教育カリキュラムの 分析を進め。 海外と 

の研究者やリーダーとも 交流を深めると 共に。 日本にお 

ける次世代技術 @ 営としての「サービスサイエンス」の 

あ り方を示していきたい。 

棉の内容は。 米国Ⅰ 
一 ビスサイエンス 研究に 

国の大学でサービスサイェン ス を推進する教育ならびに 
研究関連の方々に 御協力を頂き、 調査研究を実施するが 
できました。 また、 米国の大学および 企業へのヒアリン 
グ 実施は 、 新エネルギー。 産業技術 総 調査 
      にて実施することが 出来ました。 @ こミ架 

く 感謝致します。 

孝文献 
@%H 」目凹 肇 技術経営づそ 来 

闘 サービスサイェンス。 イノベーションシンポジウム ，サービスサ 

巨國 国立大挙虫入北陸タ % 謂 神学技術大判 免丈 

捧 3 安部忠彦， r サービスサイェンスコ とほ 何か，富士通総研。 研究 
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